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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
申請論文は、社会福祉学分野のケースアドボカシーについての様々な議論を整理し、介護支援
専門員が行うケースアドボカシーに着目したサービス調整機能の実践の内容やその実践の向上に
関連する要因について、これまであまり見られない実証的な方法で明らかにしている。釈迦福祉
学分野におけるケースアドボカシーに関する研究は、理念的な研究や文献研究が多く、実証的な
研究はあまり多くない。しかし、本論文では、ケースアドボカシー概念の歴史的変遷を概観しな
がら、ケースアドボカシーについての概念整理を丁寧に行い、抽象的なケースアドボカシーにつ
いての概念から具体的な概念へと演繹的に検証している。そして、最終的に、構造方程式モデリ
ングを用いて、ケースアドボカシーに関する概念の構成概念妥当性及び信頼性（内的一貫性）の
顕彰を行っている。このような丁寧な概念検証（妥当性及び信頼性の検証）を行った点は、高く
評価ができる。さらに、本論文では、ケースアドボカシーに関する概念整理および概念検証のみ
に留まらず、その関連要因を明らかにし、その研究結果に基づいて、ケースアドボカシーを伴う
ケアマネジメント実践の向上を目指すための提言がなされている。そこでは、本研究で得られた
結果から今後の社会福祉実践及びケアマネジメント実践の向上に役立つ具体的な実践的含意が示
され、示唆に富んだ提言が行われている。これらの点も本論文を高く評価できる点である。した
がって、本審査委員会は、申請論文が博士（学術）の学位に値するものであると認めた。 
  
 
